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研究成果の概要（和文）：　国民健康栄養調査の都道府県別データを使った分析では、生活習慣病と食生活との間には
高い相関性が認められた。禁煙、飲酒の抑制、食塩摂取量の削減、野菜摂取量の増加は、生活習慣病を予防し、平均寿
命を延ばすことが重回帰分析によって確認された。食生活改善による生活習慣病予防により、40兆円に達した国民医療
費をかなり削減することが可能である。食生活改善において、機能性野菜と薬草の積極的な利用が有効である。薬草の
安定的な国内生産のためには、優良種苗の供給体制の確立、選抜育種、使用可能農薬の特定化、品質基準の見直し、流
通市場の整備、栽培収益性の改善、これらを推進する体系的政策支援が必要である。
　
　

研究成果の概要（英文）：　 An analyses with the national health and nutrition survey data, disaggregated 
at prefectural level, found a clear and strong correlation between the diet and lifestyle-related 
diseases. The multi-regression analyses show that the average life span could be extended by 
stop-smoking, by reducing alcoholic consumption and salt intake, or by increasing vegetable intake.
 The positive intake of functional vegetables and heerbs is effective in improving the dietary practice. 
To develop a stable domestic production of herbs, an establishment of systematically coordinated 
government support programs is essential; covering the supply of herb seeds and seedlings, selecting 
breedings, identification of applicable pesticides, establishment of domestic quality standards which are 
accorded to the international standards, development of domestic product markets, improvements of 
production profitability.

研究分野： 農業経済学

キーワード： 食と健康　医食農連携　農村活性化　食農教育
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１．研究当初の背景 

我が国では、癌、心血管疾患、脳血管疾患

のいわゆる三大生活習慣病による死亡が全

死亡の６割以上を占めている。平均寿命と

健康寿命の間には男女とも 10 年間近くの

差があり、要介護期間が長いことが国民医

療費、介護費肥大化の主因となっている。し

かし、これまでの多くの研究は、食生活の改

善によって生活習慣病はかなりの程度予防

できることを示している。 

食生活改善においては、機能性薬用農産

物の積極的な利用が有効である。健康志向

を反映して、漢方薬の需要は増加している

が、薬草の国際需給が逼迫化し、特に中国か

らの薬草の輸入価格が高騰している。我が

国には、大和本草の伝統があり、各地で薬草

栽培が行われてきたが、栽培農家の高齢化

も進んでおり、栽培技術や遺伝資源の喪失

が懸念されている。このような状況に対応

して、医療・福祉部門と農業部門を連携化

し、機能性薬用農産物の安定的な国内生産

を基盤とした国民の健康増進と農村の活性

化が期待されている。 

 

２．研究の目的 

農村における機能性薬用農産物の生産、 

食品・製薬部門における健康機能食品や漢

方薬の生産、日常の食生活や医療・福祉部門

での機能性薬用農産物の活用を連携化させ、

国民の健康増進と健康長寿化を推進すると

ともに、医食農連携産業の育成による農村

活性化の方策を明らかにする。 

 機能性薬用農産物の国内需要動向や世界

市場動向を分析し、今後我が国で育成すべ

き機能性薬用農産物を特定化する。これら

の機能性薬用農産物を国内で安定的に生産

するための技術的、経営的、制度的課題を明

らかにする。医食農連携の経済効果を推計

するとともに、我が国で医食農連携を推進

するための体系的な政策支援の在り方を明

らかにする。 

 

３．研究の方法 

農業・農村を基盤とした医食農連携を推

進するための体系的な政策支援の在り方を

解明するために、３つの研究部門に分けて

研究を実施した。第１部門の「機能性薬用農

産物の需給予測と医食農連携の経済効果研 

究」、第２部門の「医食農連携モデルの開発

研究」、第３部門の「医食農連携産業化の制

度設計研究」である。 

第１部門の「機能性薬用農産物の需給予

測と医食農連携の経済効果研究」では、我が

国の機能性薬用農産物の需給動向の分析と

ともに我が国が生薬の輸入で大きく依存し

ている中国の需給動向の分析も行った。ま

た、国民健康栄養調査の都道府県別データ

を使って、生活習慣病と食生活の関係を分

析し、食生活改善による生活習慣病予防の

効果を分析した。 

第２部門の「医食農連携モデルの開発研

究」では、漢方薬で多用されているが、砂漠

化防止の視点から最近採集が規制され、中

国からの輸入が厳しくなってきた甘草と麻

黄を取り上げ、栽培試験を通じて、国内での

安定的生産ための技術的、経営的、制度的課

題を析出した。 

第３部門の「医食農連携産業化の制度設

計研究」では、第１部門と第２部門の研究成

果と先進事例の調査を踏まえて、我が国で

医食農連携産業化を推進するための体系的

な政策支援の在り方を検討した。 



４．研究の内容 

(1) 国民健康栄養調査の都道府県別データ

を使った重回帰分析の結果、生活習慣病と

食生活の間には高い相関性があることが確

認された。例えば、平成 25 年度の男性の年

齢調整癌死亡率について、喫煙率、食塩摂取

量の増加は死亡率を高め、野菜摂取量の増

加は死亡率を低下させることが確認された。

その他の脳卒中、心血管疾患の死亡率や平

均寿命についても、飲酒量、喫煙率、食塩摂

取量、野菜摂取量が影響を及ぼしているこ

とを確認した。このことは、食生活の改善に

よって生活習慣病を予防することができ、

国民の健康年齢を延長させ、約 40 兆円の国

民医療費や約 10 兆円の介護費用を大幅に

削減できることを示している。 

 食生活の改善には、機能性薬用農産物の

積極的な活用が有用である。しかし、最近の

機能性薬用農産物の国際需給は逼迫化の傾

向を示している。例えば、漢方薬で多用され

る甘草の中国からの輸入価格は、この 15 年

間で４倍以上に上昇している。この背景に

は、高い経済成長の下での生薬の国内需要

の増加と砂漠化防止の視点から草原での甘

草や麻黄の採集規制が行われたことがある。

中国でも生薬活用の機運が高まっており、

特に辺境地域の貧困対策の１つとして生薬

の生産振興による農村活性化への政策的支

援が強化されているが、生薬の品質保証の

制度化が遅れており、生薬市場の混乱も生

じている。機能性薬用農産物の国際需給の

逼迫化傾向は、今後も続くことが予測され

るので、主要生薬については、ある程度国内

で安定的に生産することが必要である。産

業連関表を使った分析では、国内での薬草

生産は、その生産額とほぼ同程度の誘発経

済効果を生み出すことが確認された。 

(2) 国内での甘草の栽培については、日本

の気象条件でも甘草の生育は問題ないが、

日本薬局方に定められた生薬としての品質

基準であるグリチルリチン酸含有率 2.5％

を上回ることが栽培上かなり厳しい課題で

あることを確認した。塩化ビニル管を使っ

た栽培により、除草と収穫作業の大幅な省

力化が実現することが確認されたが、無肥

料、化学肥料、有機肥料の施肥条件の違いが

グリチルリチン酸含有率に及ぼす影響につ

いては、明確な傾向を確認することはでき

なかった。根粒菌の接種による植物体の成

長増大効果が認められた。 

 麻黄についても、日本の気象条件での栽

培に問題はない。日本薬局方に定められた

総アルカロイド（エフェドリン及びプソイ

ドフェドリン）含有率 0.7%を上回ることが

確認された。尿素施肥によって、総アルカロ

イド含有率が高まることも確認された。 

 薬草栽培の経営上の課題は、収益性が低

いことである。機能性野菜に比べて、定植か

ら収穫までの期間が長く、薬草の国内市場

が未成立なため、収穫物は製薬会社との相

対取引となっており、買取価格が低く抑え

られることもある。光飽和点の低い薬草の

経営を安定化させる一つのモデルとして、

ソーラーシェアリング発電を併設した経営

が企画される。ソーラーシェアリング発電

の併設により、開園当初から現金収入が確

保され、経営が安定することが推定された。 

(3) 以上の試験結果や事例調査を踏まえて、

我が国で医食農連携産業化を推進するため

の支援策として、次のような課題があるこ

とが確認された。 

①機能性薬用農産物を積極的に活用した



食生活改善の普及（食農教育）、②国内生産

振興のための優良種苗の供給体制の確立、

③海外からの優良種苗の積極的な導入と国

内での品種改良の推進、④薬草生産におけ

る使用許可農薬の特定化、⑤薬草流通市場 

の整備、⑥中国主導で進んでいる生薬の国

際標準化に対応した国内品質基準の見直し、

⑦栽培期間が長く収入が不安定な薬草経営

の収益性改善対策、⑧以上の対策を有機的

に組み合わせた体系的な医食農連携産業化

の支援政策の策定、である。 
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